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物質 一 細胞統合システム拠点 (iCeMS) ■ 主任研究者(Pl : Principal Investigator) /連携主任研究者(Adjunct Pl)

iCE!MS 
KYOTO UNIVERSITY 
WPI Research Center 

iCeMS (アイセムス）は、 物質科学と細胞科学を統合した新たな学問

領域の創出を目指しています。 様々な分野の研究者がお互いの強みを活

かしながら、 細胞を制御する物質を作り出し生命の謎を解き明かすこと、自

然や生命現象のメカニズムにヒントを得た新しい材料を作り出すことを目標

に研究に取り組んでいます。

2007年に文部科学省「世界トップレベル研究拠点プログラム(WPI)」に採択され創立して以来、

10年間で卓越した研究力を培い、 国際化を推進してきました。2017年には、 その研究水準および運

営が世界トップレベルであるとして「WPIアカデミー拠点」に認定され、社会との連携を深める取り組

みを進めています。

iCeMSの研究は、 それまでの常識を一度忘れて、 新たに発想を起こすところから始まります。 従来

行われてきたような、 一つの学問分野からのアプロー チでは、 柔軟で斬新な発想を育むのは難しく、

新たな学問領域を生み出すためには、 複数の異なる分野からの視点を掛け合わせることが必要です。

それゆえにiCeMSでは、生物学者、化学者、工学者、物理学者、数学者などが、お互いの多様なバッ

クグラウンドをもとに刺激しあってアイディアを創出し、 新たなサイエンスを生み出し続けています。
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■ 沿革

拠点長北川進

2007年 9月

10月

1月2008年

2010年

2012年10月

2013年 1月

2017年 4月

5月

4月
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文部科学省「世界トップレベル研究拠点プログラム(WPI)」にiCeMSが採択される

京都大学にiCeMSが設置される（初代拠点長：中辻憲夫教授）

iPS細胞研究センター(CiRA) がiCeMS内に設置される（初代センター長：山中伸弥教授）

CiRAが「iPS細胞研究所」として改組され、 京都大学に設置される（初代所長：山中伸弥教授） 

山中伸弥教授がノーベル生理学・医学賞を受賞

北川進教授が新拠点長に就任

京都大学高等研究院の研究拠点として参画

文部科学省「WPIアカデミ 」に認定される icems.kyoto-u.ac.jp/ja/

iCeMS では、 分野を超えて様々な研究者が新たなアイディアの創出に挑戦しています。

●鈴木淳
教授

医生化学
細胞膜生物学

● Peter Carlton
生命科学研究科潅教授
減数分裂、 染色体生物学

超高解像震頴微篇

●松田道行
生命科学研究科教授
バイオイメージング

細胞生物学、 病理学

●影山龍一郎
ウイルス・肩生医科学研覧百覆侵

発生生物学
神経幹細胞生物学

●見学美根子
教授

神経発生生物学
細胞生物学

● Dan Ohtan Wang
特定拠点准教授

神経科学
RNA生物学

● Ganesh Pandian
Namasivayam

講躊

バイオ由来治療学
エピジェネティクス

●植田和光
特定教授

細胞生化学

●谷口雄一
教授

生物物理学
システム生物学

●上杉志成
化学研究所教授

ケミカルバイオロジ一

●杉山弘
理学研究科教授

ケミカルバイオロジ一
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●浜地格
工学研究科教授

ケミカルバイオロジ一
超分子バイオ材料化学
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● 深澤愛子

教授
有機合成化学
構造有機化学

●古川修平
教授

錯体化学、 超分子化学
ケミカルバイオロジ一

●玉野井冬彦
特定教授

癌の基礎生物学
と治療
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● Daniel Packwood
講師

理論化学
応用数学

●森泰生
工学研究科教授

分子生物学
生理学
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●藤田大士
准教授

有機化学
超分子化学

●今堀博
工学研究科教授

有撓化学、 光化学
藁物送達システム

●杉本邦久
特定准教授
X線結晶学

放射光科学

● 田中求
特f.E教授

医学物理学
ソフトマター物理学
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● Easan Sivaniah
教授

材料科学
分離技術

●掘毛悟史
准教授

錯体化学、 固体化学
材料科学
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●中西和樹

特定教授
ゾルーゲル科学

多孔材料

� 
●阿部竜
工学研究科教授

人工光合成
太陽光水素製造

光触媒

●主任研究者
●連携主任研究者

●北川進
特別教授
無機化学

配位空間の化学

●陰山洋
工学研究科教授

固体化学

●北JI(宏
理学研究科教授
固体物性化学

錯体化学、 無機化学
ナノ科学
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●田中耕一郎

理学研究科教授
光物性

テラヘルツ科学

●亀井謙一郎
准教授

マイクロエンジニアリング
幹細胞研究

蹄語］
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https://www.icems.kyoto-u.ac.jp/ja/
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ヒト生物学高等研究拠点 (ASHBi) ． 主要メンバー

■ 拠点の特徴
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ASHBi (アシュビィ） は、 多分野（生命・数理・人文科学） を融合し

た学際的方法論を用いて、 ヒトに付与された特性の獲得機構とその破綻に

よる病態発症の原理を解明し、それら知見を総合することで、「ヒトの成り

立ち」を明らかにする先進的ヒト生物学を確立します。

2018 年に文部科学省「世界トップレベル研究拠点プログラム (WPI)」に採択された

新たな研究拠点として、 高等研究院内に設置されました。 オープンで柔軟性に富む国際

的研究環境を整備し、iCeMS と共に世界をリードする国際研究拠点を構築していきます。

•生物学と数理科学の融合（多種間多階層ゲノム情報解析）、 及び生物学と人文社会科学の融合（生命倫理・哲学）

•世界最先端の研究開発コアの設置：単一細胞ゲノム情報解析コア (SignAC) 、 霊長類ゲノム工学開発コア (PRiME) 、

霊長類表現型解析施設 (NPAF)

•世界的ネットワークの構築：海外Plの重点的支援と欧州分子生物学研究所 (EMBL) 、 ケンブリッジ大学、

カロリンスカ研究所等との連携

•京都大学医学部附属病院との緊密な連携

•若手Plの育成と研究支援、 京都大学次世代研究者育成事業との連携
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■ 沿革

2018年10月

2019年 3月

文部科学省「世界トップレベル研究拠点プログラム (WPI)」にASHBiが採択される

京都大学高等研究院にASHBiが設置される

ASHBi滋賀医科大学サテライトが設置される

ASHBiキックオフシンポジウムを開催

嚢

ASHBiでは、 生命科学、 数理科学、 人文科学の研究者が、分野を超えて新たなアイデアの創出に挑戦しています。

Cantas Alev● 
高等研究院特定拠点准教授
発生生物学

Anne Ferguson-Smith 
シニアアカデミックメンター
Cambridge大学教授
後成的道伝、発生道伝

伊佐正●

副撚点長
医学研究科教授
神経科学

＾ 

小川正

事務部門長
高等研究院特定教授
認知神経科学、実験心理学

山本玲•

高等研究院特定拠点准教授
造血幹細胞 ・ 加齢·血液疾思

雨森賢ー •
高等研究院特定拠点准教授
神経科学 ・ 認知神経生理学

藤田みさお●

iPS細胞研究所特定教授
公衆衛生学 ・ 社会健康学

岩見真吾
連携研究者
九州大学准教授
数理科学 ・ 数理生物学
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斎藤通紀•
拠点長
高等研究院教授
発生生物学

llllllll 
山本拓也●
コア長(SignAC)
iPS細胞研究所准教授
分子生物学、
バイオインフォマティクス

Guillaume Bourque● 
McGill大学教授
バイオインフォマティクス

Takashi Hiiragi● 
欧州分子生物学研究所(EMBL)
グループリーダー

発生生物学

三浦智行
連携研究者
ウイルス ・ 再生医科学研究所准教授
ウイルス学

-=-•
清水昌平
連携研究者
滋賀大学教授
統計科学

永秦元次•
ウイルス ・ 再生医科学研究所教授
発生生物学

平岡裕章•
副拠点長
高等研究院教授
応用数学
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村川泰裕●
高等研究院教授
システム生物学、ゲノミクス

築山智之•

コア長(PRiME)
滋賀医科大学特任准教授
発生工学、生殖 ・ 幹細胞生物学

依馬正次•
滋賀医科大学教授
発生工学

井上詞貴•
高等研究院特定准教授
ゲノミクス、分子発生学

小ヽ川誠司●
医学研究科教授
分子腫瘍学
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Hideki Ueno● 
Icahn School of Medicine 
at Mount Sinai教授
免疫学

●主任研究者 (PI)

●准主任研究者 (Co-PI)

柳田素子•
医学研究科教授
腎臓内科学

吉富啓之●

医学研究科准教授
ヒト免疫学

ashbi.kyoto-u.ac.jp/ja/ 

https://ashbi.kyoto-u.ac.jp/ja/







